
                             
 
 
 
 
  
 

 
 

１ 連続する２つの自然数がある。そのとき次の問いに答えなさい。 

 （１）大きい数の 2 乗から小さい数の２乗をひくともとの２数の和になることを次のように説明した。 
    このとき     にあてはまる数，式，言葉を入れなさい。 
 
   (説明) n を整数とすると 連続する 2 つの整数は，それぞれｎ，（ｎ＋１）と表せる。 

      （ｎ＋１）２－ｎ２＝ ㋐  －ｎ２ ＝   ㋑  ＝ｎ＋(  ㋒  ) 

  したがって，連続する２数の自然数の大きい数の２乗から小さい数の 2 乗をひくと，もとの数の

2 数の和になる。 
 
       ㋐           ㋑            ㋒                

 
（２）それぞれの２乗の和は，2 数の積の 2 倍に 1 を加えた数に等しくなることを説明しなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

２  連続する４つの奇数がある。最も大きい数と３番目に大きい数の積と他の２数の積の差は      

８の倍になることを説明しなさい。 
 

 
 
 
 
 
 
 

３ ７で割ると５余る整数 x と７で割ると２余る整数 y がある。２数の積 xy を７で割ったときの余りを求

めなさい。 
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〔Point〕   

① 整数をｎとおいて，偶数や奇数，連続する数をｎを使って表す。たとえば，偶数は，2ｎ，奇数は， 

（２ｎ－１），など。 

 ② 展開して同類項をまとめ，共通因数でくくる。 

  
 

１ （１） ㋐ ｎ２＋２ｎ＋１      ㋑ ２ｎ＋１      ㋒ ｎ＋１ 

 
 

（２）ｎ２＋（ｎ＋１）２ ＝ｎ２＋（ｎ２＋２ｎ＋１）＝２ｎ２＋２ｎ＋１ 

                         ＝２ｎ（ｎ＋１）＋１ 

     したがって，連続する２数のそれぞれの 2 乗の和は，2 数の積の 2 倍に 1 を加えた数に等しくなる。 

 
 

２ ｎを整数とすると，連続する 4 つの奇数は，それぞれ (2n-3), (2n-1), (2n+1), (2n+3)と表される。 

   (2n+3) (2n-1) －(2n+1) (2n-3) ＝ ４ｎ２＋４ｎ－３－（４ｎ２－４ｎ－３） 

                  ＝ ４ｎ２＋４ｎ－３－４ｎ２＋４ｎ＋３ 

                 ＝ ８ｎ 

    ｎｎはは整整数数よよりり，，８８ｎｎはは８８のの倍倍数数。 したがって，連続する４つの奇数の最も大きい数と３番目に大きい数の積と，他の２

数の積の差は，８の倍数になる。 
 

３ 商をそれぞれｍ，ｎとすると（ｍ,ｎは，整数） 

   x＝７ｍ＋５   y＝７ｎ＋２ と表すことができる。 

   xy＝（７ｍ＋５）（７ｎ＋２）＝ ４９ｍｎ＋１４ｍ＋３５ｎ＋１０ 

                 ＝ ４９ｍｎ＋１４ｍ＋３５ｎ＋７＋３ 

                 ＝ ７（７ｍｎ＋２ｍ＋５ｎ＋１）＋３ 

     （（７７ｍｍｎｎ++２２ｍｍ++５５ｎｎ++１１））はは，，整整数数ででああるるかからら，，７７（（７７ｍｍｎｎ＋＋２２ｍｍ＋＋５５ｎｎ＋＋１１））はは  ７７のの倍倍数数  

     ゆえに xy を７で割ると余りは，３になる。 

 

 

◆ ｎは整数より，８ｎは８の倍数  

◆（７ｍｎ+２ｍ+５ｎ+１）は，整数であるから，７（７ｍｎ＋２ｍ＋５ｎ＋１）は ７の倍数 

などの記述が表す意味を理解していますか？ 

 

また，「○の倍数」というときの「○」は，通常，大きな数字を優先させます。 

それは，「９の倍数」は，特別な場合を除き「３の倍数」とは言わないことを意味しています。 
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